
【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 北陸財務局長

【提出日】 令和３年８月12日

【四半期会計期間】 第129期第１四半期(自　令和３年４月１日　至　令和３年６月30日)

【会社名】 サカイオーベックス株式会社

【英訳名】 SAKAI OVEX CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　松木　伸太郎

【本店の所在の場所】 福井市花堂中２丁目15番１号

【電話番号】 福井　0776-36-5800(代表)

【事務連絡者氏名】 経理部長　瀬田　敏行

【最寄りの連絡場所】 福井市花堂中２丁目15番１号

【電話番号】 福井　0776-36-5800(代表)

【事務連絡者氏名】 経理部長　瀬田　敏行

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

 

 

EDINET提出書類

サカイオーベックス株式会社(E00565)

四半期報告書

 1/20



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第128期
第１四半期
連結累計期間

第129期
第１四半期
連結累計期間

第128期

会計期間
自　令和２年４月１日
至　令和２年６月30日

自　令和３年４月１日
至　令和３年６月30日

自　令和２年４月１日
至　令和３年３月31日

売上高 (千円) 5,370,735 5,804,948 21,897,350

経常利益 (千円) 670,112 707,161 2,161,774

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(千円) 417,551 423,002 1,408,835

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 484,628 486,480 2,327,399

純資産額 (千円) 21,579,144 23,336,668 23,435,423

総資産額 (千円) 30,317,459 30,667,969 31,273,380

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 67.94 68.67 228.84

潜在株式調整後１株当たり四半
期(当期)純利益金額

(円) 67.51 68.32 227.61

自己資本比率 (％) 71.0 75.9 74.7
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間

の期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等

を適用した後の指標等となっています。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業のリスク」についての重要な変更はあ

りません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間

の期首から適用しています。詳細については、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　会計方針

の変更及びセグメント情報等　セグメント情報　３．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照ください。

 
(１)財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスのワクチン接種が本格化し、その効果が

期待されるものの、感染症拡大の影響により一部地域に緊急事態宣言等が発出されるなど、感染収束の時期は見通

すことができず、依然不透明な状況が続いております。

この様な経営環境の中、当社グループの当第１四半期の業況は、繊維販売事業、制御機器事業が減収となったも

のの、主力の染色加工事業が増収となったことで、グループ全体では増収となりました。利益面では、制御機器事

業が大幅な減益となったことにより営業利益は減益となり、また、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益

につきましては、持分法投資利益が増加したことにより増益となりました。

当第１四半期の当社グループの売上高は5,804百万円と前年同期比434百万円（8.1%）の増収となり、営業利益は

291百万円と前年同期比60百万円（△17.2%）の減益、経常利益は707百万円と前年同期比37百万円（5.5%）の増益、

親会社株主に帰属する四半期純利益は423百万円と前年同期比5百万円（1.3%）の増益となりました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

 

(染色加工事業)

当事業では、抗ウイルス加工などの商品開発や納期対応等の顧客サービスの向上に注力しました。用途別には、

自動車内装材用途は堅調に推移するとともに、主力のユニフォーム用途、スポーツ用途の受注が回復傾向となりま

した。また、新型コロナウイルスの影響により受注環境が悪化した海外向け婦人衣料用途は、引き続き低調に推移

しました。利益面では、受注が概ね回復傾向にあったことや製造原価の低減活動をグループ全体で引き続き行った

ことなどにより増益となりました。

当事業の売上高は3,024百万円と前年同期比629百万円（26.3%）の増収となり、営業利益は184百万円と前年同期

比107百万円（140.8%）の増益となりました。

 

(繊維販売事業)

テキスタイル事業は、主力のユニフォーム用途では白衣やオフィス、サービス向けは回復しつつありますが、国

内アパレルおよび欧米向け婦人衣料用途は依然として低調な結果となりました。アパレル事業は、新規顧客やチャ

ネルの開拓に注力した結果、新型コロナウイルスの影響でホームウエア等の通販向けが伸長した一方、主力の既存

客先向け商品は、東南アジアの生産国における情勢不安等でサプライチェーンの再構築を余儀なくされたことなど

から、低調な結果となりました。また、両事業連携による縫製品販売においては、継続的に商品開発に取り組みま

した。

当事業の売上高は、1,416百万円と前年同期比14百万円（△1.0%）の減収となり、営業利益は74百万円と前年同

期比5百万円（8.1%）の増益となりました。
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(制御機器事業)

主力の制御装置は、自動車プレス関連が依然として厳しい状況が続いており、FA関連も回復の兆しはあるものの

足元では低調な結果となりました。また、高速道路やダムなどのゲート水門など社会インフラ関連並びに半導体関

連も低調に推移しました。電力工事は、大型案件の完工予定が今年度下期以降のため、低調な結果となりました。

情報システムは、生産工程管理システムにおいて完工予定の延期等が影響し、低調な結果となりました。

当事業の売上高は、840百万円と前年同期比180百万円（△17.7%）の減収となり、営業利益は75百万円と前年同

期比177百万円（△70.3%）の減益となりました。

 
(その他の事業)

織布事業は、海外向け織物用糸加工は回復の兆しが見られたものの、高密度織物は受注の低迷が続いており低調

に推移しました。水産資材事業は、沖縄県での中層浮魚礁の拡販に取り組みましたが低調な結果となりました。建

設不動産事業は、官公庁案件の施工に注力する一方、リフォーム、修繕案件等に注力しました。複合部材事業は、

新型コロナウイルスの影響により、欧州でのモータースポーツ用途が低迷しており、低調な結果となりました。縫

製事業は、衣料消費の低迷により主力の百貨店系アパレル向けの受注減に歯止めが掛からず、低調な結果となりま

した。ヘルスケア事業は、新型コロナウイルスの影響により病院等への来院者数の減少が継続しており低調な結果

となりました。

その他の事業の売上高は、523百万円と前年同期比0百万円（△0.0%）の減収となり、営業損失は46百万円（前年

同期は営業損失53百万円）となりました。

 

②財政状態

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、605百万円減少して30,667百万円となりまし

た。流動資産は、現金及び預金の減少などにより857百万円減少して15,827百万円となり、固定資産は、投資その他

の資産の増加などにより252百万円増加して14,840百万円となりました。

負債は、前連結会計年度末に比べ506百万円減少して7,331百万円となりました。借入金の減少などにより、流動

負債は、367百万円減少して5,415百万円となり、固定負債は、139百万円減少して1,915百万円となりました。

純資産は、前連結会計年度末に比べ98百万円減少して23,336百万円となりました。これは、株主資本が158百万円

減少したことによるものです。

この結果、自己資本比率は75.9%となりました。

 

(２)経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(３)優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(４)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、200百万円です。なお、当第１四半期

連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(１) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,400,000

計 22,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(令和３年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(令和３年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,436,258 6,436,258
㈱東京証券取引所
(第一部)

単元株式数
100株

計 6,436,258 6,436,258 － －
 

 

(２) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(３) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(４) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

令和３年４月１日～
令和３年６月30日

－ 6,436 － 4,655,044 － －
 

 

(５) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(６) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(令和３年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしています。

 

① 【発行済株式】

   令和３年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 276,400
 

－ －

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,149,400
 

61,494 －

単元未満株式 普通株式 10,458
 

－
１単元(100株)未満の株
式

発行済株式総数 6,436,258 － －

総株主の議決権 － 61,494 －
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が600株含まれています。また、「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれています。

 

② 【自己株式等】

  令和３年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

サカイオーベックス
株式会社

福井市花堂中二丁目
15番１号

276,400 － 276,400 4.29

計 － 276,400 － 276,400 4.29
 

(注) １．上記の他、株主名簿上は当社名義となっていますが、実質的に所有していない株式が200株（議決権の数２

個）あります。なお、当該株式数は、上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれ

ています。

２．当第１四半期会計期間末の自己株式数は274千株です。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(令和３年４月１日から令和

３年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(令和３年４月１日から令和３年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、四谷監査法人による四半期レビューを受けています。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しています。

　第128期連結会計年度　EY新日本有限責任監査法人

　第129期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　四谷監査法人
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１ 【四半期連結財務諸表】

(１) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和３年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,823,912 8,178,499

  受取手形及び売掛金 ※  3,280,791 －

  受取手形、売掛金及び契約資産 － 3,023,250

  電子記録債権 ※  1,664,352 1,843,676

  商品及び製品 1,020,363 1,019,381

  仕掛品 741,890 651,703

  原材料及び貯蔵品 555,257 547,545

  その他 611,648 577,204

  貸倒引当金 △12,773 △13,338

  流動資産合計 16,685,443 15,827,923

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,270,480 2,236,492

   機械装置及び運搬具（純額） 679,300 645,949

   土地 2,960,985 2,960,985

   リース資産（純額） 86,226 76,293

   その他（純額） 32,073 32,941

   有形固定資産合計 6,029,065 5,952,663

  無形固定資産   

   のれん 79,262 65,006

   その他 89,393 86,258

   無形固定資産合計 168,656 151,265

  投資その他の資産   

   出資金 5,483,353 5,871,256

   その他 2,907,736 2,865,740

   貸倒引当金 △873 △880

   投資その他の資産合計 8,390,215 8,736,117

  固定資産合計 14,587,937 14,840,045

 資産合計 31,273,380 30,667,969
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和３年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  2,180,953 2,128,144

  電子記録債務 1,012,774 1,210,409

  短期借入金 661,512 418,082

  1年内償還予定の社債 50,000 －

  未払法人税等 240,382 163,728

  賞与引当金 626,091 384,405

  その他 1,011,443 1,110,991

  流動負債合計 5,783,157 5,415,761

 固定負債   

  社債 100,000 －

  長期借入金 202,201 58,750

  退職給付に係る負債 930,902 933,354

  環境対策引当金 54,166 54,166

  資産除去債務 118,501 118,834

  その他 649,029 750,434

  固定負債合計 2,054,800 1,915,539

 負債合計 7,837,957 7,331,301

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,655,044 4,655,044

  資本剰余金 1,261,085 1,260,067

  利益剰余金 16,896,249 16,734,191

  自己株式 △523,273 △518,906

  株主資本合計 22,289,105 22,130,397

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 500,621 446,524

  繰延ヘッジ損益 794 △49

  為替換算調整勘定 589,677 708,345

  退職給付に係る調整累計額 △10,164 △10,254

  その他の包括利益累計額合計 1,080,928 1,144,567

 新株予約権 45,546 42,022

 非支配株主持分 19,842 19,681

 純資産合計 23,435,423 23,336,668

負債純資産合計 31,273,380 30,667,969
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(２) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 令和２年４月１日
　至 令和２年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日
　至 令和３年６月30日)

売上高 5,370,735 5,804,948

売上原価 4,428,547 4,857,059

売上総利益 942,187 947,889

販売費及び一般管理費 590,108 656,478

営業利益 352,079 291,410

営業外収益   

 受取利息 625 486

 受取配当金 21,141 22,568

 持分法による投資利益 185,108 279,613

 助成金収入 100,858 102,665

 その他 16,808 13,560

 営業外収益合計 324,543 418,893

営業外費用   

 支払利息 4,049 1,469

 その他 2,460 1,672

 営業外費用合計 6,509 3,141

経常利益 670,112 707,161

特別利益   

 固定資産売却益 － 386

 特別利益合計 － 386

特別損失   

 固定資産除却損 78 1,876

 特別損失合計 78 1,876

税金等調整前四半期純利益 670,034 705,671

法人税等 252,016 282,829

四半期純利益 418,018 422,841

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

466 △161

親会社株主に帰属する四半期純利益 417,551 423,002
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 令和２年４月１日
　至 令和２年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日
　至 令和３年６月30日)

四半期純利益 418,018 422,841

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 63,255 △54,096

 繰延ヘッジ損益 △2,005 △843

 為替換算調整勘定 △4,902 10,328

 退職給付に係る調整額 4,385 △90

 持分法適用会社に対する持分相当額 5,877 108,339

 その他の包括利益合計 66,610 63,638

四半期包括利益 484,628 486,480

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 484,162 486,641

 非支配株主に係る四半期包括利益 466 △161
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【注記事項】

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしています。これにより、

染色加工事業の一部の取引を履行義務と認識して、売上として収益を認識する方法に変更しています。また、工

事完成基準を適用していた工事契約のうち、一定の期間にわたり履行義務が充足される契約については、特定の

要件に該当するものを除き履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわた

り認識する方法に変更しています。履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、見積総原価に対する発生原

価の割合（インプット法）で算出しています。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。また、

収益認識会計基準第86項また書き（1）に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに

行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行っています。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は34,889千円減少し、売上原価は34,701千円減少しています

が、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微です。また、利益剰余金の当期首残

高に与える影響も軽微です。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、当第1四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示

することとしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につ

いて新たな表示方法により組替えを行っていません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会

計　基準第12号　令和２年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間

に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載していません。

 
（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　令和元年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　令和元年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしています。なお、四半期連結財務諸表に与

える影響はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

 
(追加情報)

　前連結会計年度の有価証券報告書に記載した、新型コロナウイルス感染症拡大の経済への影響を含む仮定につい

て、重要な変更はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形等

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日等をもって決済処理をしています。な

お、前連結会計年度の一部の連結子会社の決算日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形及び電子

記録債権が前連結会計年度の期末残高に含まれています。

 

 
前連結会計年度

(令和３年３月31日)
当第１四半期連結会計期間
(令和３年６月30日)

受取手形 8,684千円 －千円

電子記録債権 1,762 － 

支払手形 19,938 － 
 

 
(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとお

りです。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自　令和２年４月１日
至　令和２年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日
至　令和３年６月30日)

減価償却費 119,913千円 112,315千円

のれんの償却額 14,255 14,255 
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　令和２年４月１日　至　令和２年６月30日)

(１)配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

令和２年６月26日
定時株主総会

普通株式 399,448 65.0 令和２年３月31日 令和２年６月29日 利益剰余金
 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　令和３年４月１日　至　令和３年６月30日)

(１)配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

令和３年６月25日
定時株主総会

普通株式 585,184 95.0 令和３年３月31日 令和３年６月28日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　令和２年４月１日　至　令和２年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

染色加工
事業

繊維販売
事業

制御機器
事業

計

売上高         

外部顧客への
売上高

2,394,922 1,430,920 1,021,002 4,846,846 523,888 5,370,735 － 5,370,735

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

6,784 6,870 62,809 76,464 86,597 163,062 △163,062 －

計 2,401,707 1,437,791 1,083,812 4,923,310 610,486 5,533,797 △163,062 5,370,735

セグメント利益又
は損失（△）

76,424 68,775 253,070 398,270 △53,874 344,395 7,683 352,079
 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、織布事業、縫製事業等を含んで

います。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去額です。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　令和３年４月１日　至　令和３年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

       (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

染色加工
事業

繊維販売
事業

制御機器
事業

計

売上高         

一時点で移転さ
れる財

3,024,824 1,416,099 701,680 5,142,604 458,687 5,601,291 － 5,601,291

一定の期間にわ
たり移転される
財

－ － 138,652 138,652 41,600 180,252 － 180,252

顧客との契約か
ら生じる収益

3,024,824 1,416,099 840,332 5,281,256 500,287 5,781,544 － 5,781,544

その他の収益 － － － － 23,404 23,404 － 23,404

外部顧客への
売上高

3,024,824 1,416,099 840,332 5,281,256 523,691 5,804,948 － 5,804,948

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

15,042 3,533 19,620 38,195 141,358 179,554 △179,544 －

計 3,039,866 1,419,632 859,953 5,319,452 665,049 5,984,502 △179,554 5,804,948

セグメント利益又
は損失（△）

184,055 74,313 75,171 333,539 △46,576 286,962 4,447 291,410
 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、織布事業、縫製事業等を含んで

います。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去額です。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しています。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「染色加工事業」の売上高は23,510千円増

加し、「その他の事業」の売上高は58,400千円減少しています。なお、セグメント利益又は損失に与える影響は軽

微です。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりです。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりです。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自　令和２年４月１日
至　令和２年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日
至　令和３年６月30日)

(1)１株当たり四半期純利益金額 67円94銭 68円67銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額
(千円)

417,551 423,002

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金
額(千円)

417,551 423,002

普通株式の期中平均株式数(千株) 6,145 6,159

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 67円51銭 68円32銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(千株) 39 31

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

－ －
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(重要な後発事象)

　当社は令和３年７月27日開催の取締役会において、サカイ繊維株式会社（以下「公開買付者」といいます。）によ

る当社の発行済普通株式（以下「当社株式」といいます。）及び本新株予約権（下記「２．買付け等の価格」におい

て定義します。）に対する公開買付け（以下「本公開買付け」といいます。）に賛同する意見を表明するとともに、

当社の株主の皆様に対して、本公開買付けへの応募を推奨する旨、一方、本新株予約権の所有者（以下「本新株予約

権者」といいます。）の皆様に対しては、本新株予約権に関して本公開買付けに応募するか否かについては、本新株

予約権者の皆様のご判断に委ねる旨の決議をいたしました。

　なお、当該取締役会決議は、本公開買付け及びその後の一連の手続により当社株式が上場廃止となる予定であるこ

とを前提として行われたものです。

 
１．公開買付者の概要

(1) 名称 サカイ繊維株式会社

(2) 所在地 福井県福井市花堂中二丁目15番１号

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役　松木 伸太郎

(4)
事業内容

当社株式及び本新株予約権を取得及び所有し、当社の事業活動を支

配・管理すること。

(5) 資本金 10,000円

(6) 設立年月日 令和３年１月15日

(7) 大株主及び持株比率 松木 伸太郎 100.0％

(8) 当社と公開買付者の関係  

資本関係

該当事項はありません。

なお、公開買付者の代表取締役である松木伸太郎氏（以下「松木

氏」といいます。）は、本日現在、当社株式35,600株及び本新株予

約権117個を所有しております。

人的関係
公開買付者の代表取締役である松木氏は、当社の代表取締役社長を

兼務しております。

取引関係 該当事項はありません。

関連当事者への該当状況
公開買付者は、当社の代表取締役社長である松木氏が議決権の全部

を所有しており、当社の関連当事者に該当します。
 

 
２．買付け等の価格

（1）普通株式１株につき、金3,810円

（2）新株予約権

①平成26年６月20日開催の当社取締役会の決議に基づき発行された新株予約権（以下「第１回新株予約権」とい

います。）（行使期間は平成26年７月26日から令和26年７月25日まで）１個につき、金１円

②平成27年６月19日開催の当社取締役会の決議に基づき発行された新株予約権（以下「第２回新株予約権」とい

います。）（行使期間は平成27年７月25日から令和27年７月24日まで）１個につき、金１円

③平成28年６月24日開催の当社取締役会の決議に基づき発行された新株予約権（以下「第３回新株予約権」とい

います。）（行使期間は平成28年７月23日から令和28年７月22日まで）１個につき、金１円

④平成29年６月23日開催の当社取締役会の決議に基づき発行された新株予約権（以下「第４回新株予約権」とい

い、第１回新株予約権、第２回新株予約権、第３回新株予約権及び第４回新株予約権を総称して以下「本新株

予約権」といいます。）（行使期間は平成29年７月29日から令和29年７月28日まで）１個につき、金１円

 
３．買付け予定の株券等の数

買付予定数（株） 買付予定数の下限（株） 買付予定数の上限（株）

5,675,533 3,611,900 －
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４．買付けの期間

令和３年７月28日（水曜日）から令和３年９月８日（水曜日）まで（30営業日）

 
５．公開買付開始公告日

令和３年７月28日（水曜日）

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

令和３年８月12日

サカイオーベックス株式会社

取締役会　御中

 
四谷監査法人

東京都千代田区
 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 石　　井　　忠　　弘 印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 下　　條　　伸　　孝 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサカイオーベッ

クス株式会社の令和３年４月１日から令和４年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(令和３年４月１

日から令和３年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間（令和３年４月１日から令和３年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サカイオーベックス株式会社及び連結子会社の令和３年６月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は令和３年７月27日開催の取締役会において、サカイ繊維株式会社に

よる会社の普通株式及び新株予約権に対する公開買付けに賛同する意見を表明するとともに、会社の株主に対して本公

開買付けへの応募を推奨すること、一方、会社の新株予約権者に対して本公開買付けに応募するか否かについては、会

社の新株予約権者の判断に委ねることを決議した。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 
その他の事項

　会社の令和３年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に

係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び

監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して令和２年８月12日付けで無限定の結論を表明

しており、また、当該連結財務諸表に対して令和３年６月25日付けで無限定適正意見を表明している。
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四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
 

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しています。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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